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▲大木戸 小 学 校

きょうから

２学期

９゙ ０

9 月

夏休みが終 わり、 ８月27日、 ２学期 が スタートし

ました。

夏 休みの思 い出 をいっぱ い作り、真 っ黒 に日焼け

した児童た ちが元気 に登校。絵日 記や図 画、 工夫を

こら して作っ た工作 などを持 ち寄り、久 しぶり に会

っ た先 生や友 だちと楽し そうに思い出 話などをして

い ました。



▲まだまだ先は長い

▲きれいに撮つでよ./

厚樫山頂めざし350人

奥州合戦記念・

町民ウォーキング大会
・ 参加者の見守る中．いよいよ除罵

▲とってもおいしいよ

▲もう一本 いい？
４ エイッエイッオーノ

、あ

っ
か

し
山

奥
州
合

戦
記

念
・

町
民

ウ

’
Ｉ

キ
ン

グ
大
会

｀
は

八
川

十
五

川
、
町

・
町

健
康

づ
く

り
推

進

隘

議
会

・
奥

川（

口
戦
八
百

年
祭
記

念

碑
部
会

の
・
Ｌ
催
で

行
わ
れ

、
町
内

外

か
ら
約

．↓．百

五
＋

べ
か
参

加
し
ま

し

た
『こ

の
町
尺

ウ

彳
・

キ

ン
グ
人
会

は
．

：

八

九
年

７
疋
詒
一
乱
年

』

に
全
国

統

．
今

め
ぎ

し

た
源

頼
朝

の
率

い
る

鎌
介
軍

と
奥

州
（
現

在
の

東
北
地

方
）

か
・
支
配

し
て

い
た
藤

原
軍

と
の
川

で
、

激
峨
を

繰
り

広
げ

た
奥
州
べ
日
戦

を
記

念
し
．

往
時

を
し

の
ぴ
、
べ（

わ
せ

て

町
・民

の
健
曝

増
進

と
体
力

づ
く

り
を

図

る

た
め
に

開
催

さ
れ

た
も
の
で

す
．

藤

田
小
グ
ラ

ウ
・
’
ド
で

開
会

式
を

行

い
た
あ

と
、
の

ぼ
り
肌

を
先
頭

に

厚
樫

山
山
爪

を

め
ぎ
し
て

元
乱
よ

く

ス
タ

ー
ト
　

参
加
者

の
皆

さ
ん

は
途



Ａめざすは山讀

▲あつかし太鼓を披露

▲人も車もラッシュ

健康増進・「追憶の碑」除幕式

藤田小グラウンド

厚樫山　 ８月15日(水)

中
、
冷
た
い
水
で
の
ど
を
潤
し
な
が

ら
．
片
道
五
㎞
の
道
の
り
夕
約
一
時

川
か
け
て
歩
き
ま
し
た
．

山
箙
で
は
冨
永
町
妊
の
あ
い
き
つ
．

松
浦
芳
秡
記
念
碑
韶
会
勁
艮
の
経
過

報
占
、
佐
藤
普
次
郎
撰
文
者
の
あ
い

さ
っ
の
あ
と
、
「
追
憶
乃
碑
」
の
除

衂
式
か
行
わ
れ
ま
し

た
二

肖
日
、
抽

選
で
選
ば
れ
た

．
條
聡
ｎ

（
藤
川
小

．卜
年
）
と
佐
藤
眺
恵
さ
ん
｛
大
木
戸

小
三
壓

｝
か
ロ
ー
プ
を
引
き
、
ぢ
・
加

竚
は
拍
干
で
除
笳
を
睨
い
ま
し
た
に

ま
た
、
佐
匕
流
藤
田
囃
子
保
存
会

の
皆
さ
ん
が
呪
汁
な
「
あ
・つ
か
し
太

鼓
い
亡
披
露
、
ム
ー
ド
を
盛
り
Ｌ
げ

ま
し
た
．
「

竹
り
道
は
暗
や
み
の
中
バ
記
念
品

の
ち
ょ
う
ら
ん
に
火
を
と
も
し
、
疲

れ
し
み
せ
ず
、
夏
’の
一
日
、
楽
し
い

思

い
出
が
で
き
ま
し
た
．

▲見事自転車を射止めた
後藤治懇ちゃん（藤田小２年）

▲最高齢者の佐藤さんに特別賞 ▲もう一息



9月15日は「敬老の日」

タイトルを書いてく れたのは森江 野幼稚園の

引 地美由 紀ちゃん(  6 歳 ) です。

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
．
ま
た
、

こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
老
人
福
祉
週

間
で
す
．

私
た
ち
の
町
に
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
お
年
寄
り
が
、
四
月
一
日
現
在

で
千
九
百
八
十
五
人
い
ま
す
．
高
齢

者
の
割
合
は
、
町
全
人
口
の
一
六
・
七

％

と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
高
齢
者

の
比
率
は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
．

町
で
は
、
九
月
十
一
日
午
前
十
時

か
ら
、
町
民
体
育
館
で
敬
老
会
が
開

か
れ
ま
し
た
．
子
ど
も
も
若
者
も
や

が
て
は
老
人
に
な
り
ま
す
．
長
い
間
、

社
会
に
貢
献
し
て

き
た
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
。
そ
の
お
年
寄
り
の
生
き
方

を
学
び
、
私
た
ら
が
老
人
に
な
っ
た

と
き
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
ふ
だ

ん
の

お
年
寄
り
と
の
心
の
通
い
合
い

を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
。

平

成
２

年
９

月
1
5
日
現

在

（
8
5
歳

以
上

の

方
、

敬
称

略
）

▽

収
歳
　

鴨

田
惣
太

郎

（
内

谷
ｉ

）

▽
9
5
歳
　

松

浦
繁

一
郎

（
大
木

戸
）

佐

久
間
う

め
よ

（
大

町
南

）
　

菊

地

ち
か

（
只

田

）

▽
9
4
蔵

秦

ナ

ヂ
（
駅
前

）
　

膏
野

キ

ヨ
ノ

（
内

谷
東

）
　

鈴
木

キ

セ

｛

川
内

｝

∇
9
3
蔵
　

一
良

ヨ
シ

（
太
ｍ

川
）

黒

田
ヨ

シ
ノ
｛

泉
田
下

｝
　

佐
久

間

エ
ツ

｛
第
二

｝
　

吉

田

シ
ツ

マ

（
第
四

）
　

佐
藤

ト

キ
（

（
第

七
）

村
上

ユ

リ
（
第

九
）
　

佐
久

間
ナ

ヨ
（
第
二

）
　

遠

藤

フ
ク

（
光
明

寺

）
　

佐

藤
ト

ヨ

（
北

部
）

▽
9
2
廱
　

野
田
長

四
郎

（
並
柳

）

佐

久
間

代
次
郎

（
茆

十
一

）
　

渡

辺
ミ
ヨ

（
滝
山
）
　

阿
部

ク
ラ

（
大
木

戸
）
　

阿
部

ツ
ル

ノ

（
大

木

戸
）

▽
9
1
歳

菅

野
富

藏
｛
内

谷
西

｝

菅

野
喜

一
（
内

谷
東
）
　

斎
藤
勘

古

（
徳
江

北
）
　

古

見
照
代

（
宵

町

北
》
　

冨

塚
キ
チ

（
小
坂

）

実
沢
サ

キ

（
第

九
）
　

佐
葎

サ

ダ

（
商
城

）

▽
9
0
廬

熊
田

一
拍
｛
大

町
北

｝

吉

田
重

兵
衛

（
山
僻
北

）
　

半

沢

幸
七

（
山
崎
小

舘
）
　

八
巻

勘
次

郎
（
第

じ
）
　

松
浦

武
助

（
石

ほ

田
原
）
　

佐
藤

食

治

（
第

十

）こ
　

八
島
け

さ
を

｛
本
町

》
　

仲
田

卜

″／
（
富

町
北

）
　

古

田

マ
キ
｛

山

崎
舘
｝
　

小

野
ウ

ツ
ミ

（
第

こ

瀬

戸
（

ル
ミ

（
川
内

）
　

鈴
木

フ

サ
ノ

（
川
内

）

▽
8
9
廱

奥
山

亀
一

（
駅
加
ｙ
　

松

浦

懽
治

郎

（
石
母

田
西
）
　

仲

野

助
太
郎

（
鶫

町
）
　

菊
地

忠
次

（
石
毋

田
原

）
　

火
沢
平

作

（
第

八
）
　

岩
城

キ
″ｙ
／

（
人

町
鹵

）

皈

垣
サ

ダ
｛

大
町
南

｝
　

渡
辺

ウ

ノ
（
宮

町
南

）
　

赤

坂
（

ル
｛
内

廿`
西
｝
　

小
幡

イ

マ

（
第

こ

佐
久
間

マ
サ

ヨ

（
第

二
）
　

鈴

木

ラ

タ

（
貝

田

）
　

星
野

ツ
キ

（
光

明

寺
）
　

吉
川

ヨ
・・／
イ

（
山
脱

）

疾

沢

ヨ
ツ

（
中

部
）
　

佐

藤
あ

や

を
（
川
内

）
　

瀬
戸

ト
ミ

ヨ

（
中

郎

）

▽
8
8
贍

佐

藤

福
節
｛

本
町

｝
　

佐

蒔

寅

一
（
富

町
北
）
　

須

田
政

一

（
町
東

）
　

佐

藤

善
次
郎
（
小
坂

）

朽

木
松
古

（
前

田
）
　

陞

野
謙

（
第
八
）
　

遠

藤
再

平

（
山
根
）

羽

賀
ト

キ
ワ

（
駅
前

）
　

高
礦
ア

イ

（
本

町
）
　

吾
妻

サ

タ
ヨ

（
第

三
）
　

村

上
ト

ヨ

（
第
八

）
　

收

藤

キ
イ

（
貝

田
）
　

鈴
木

キ
｛
川

内

｝
　

鈴

木

タ
ケ

（
川
内

）
　

鈴

木

タ
ケ

ヨ

（
川
内
）

▽
8
7
纖

商

擒
徳

太
郎

（
大

町
甫

）

吾

妻
寅
古

（
桍

町
）
　

八

鳥
正
二

（
山
崎
北

）
　

武
田

岩
古

（
泉

田

下

）
　

小

野
寺

暫
二

（
泉

田
中

）

古

田
嘉
裁

（
第

四
）
　

後
藤

正
明

（
第
八
）
　

寺

鳥
長

太
郎
（
第
十

）

大

槻
済

（
貝

田
）
　

石
川

夘
藏

（
只
田
）
　
阿
部
勇
吉
（
只
田
）

谷
津
源
一
｛
山
根
｝
　
国
分
い
ち

の
｛
錦
町
｝
　
後
藤
ヨ
テ
｛
大
町

南
｝
　
中
野
よ
す
み
（
鶫
町
）

佐
藤
ナ
ヲ
（
石
母
田
東
）
　
商
橋

ヨ
シ
ヱ
（
山
崎
北
）
　
古
田
マ
ツ

ノ
｛
山
崎
舘
｝
　
熊
坂
テ
ツ
（
内

桴
西
）
　
大
津
テ
ツ
（
第
三
）

佐
蘰
は
る
の
（
徳
江
北
）
　
佐
野

キ
ヨ
（
第
八
）
　
佐
藤
七
ン
（
貝

田
）
　
玉
手
ト
ミ
（
中
部
）
　
佐

蘓
キ
ン
（
原
町
）

▽
8
6癰
　
佐
藤
元
一
｛
小
坂
｝
　
阿

部
林
右
工
門

（
泉
田
下
）
　
菊
地

唯
七
（
第
十

こ
　

擂
沢
葦
太
郎

（
高
城
）
　
板
擒
琢
治
（
並
柳
）

松
浦
眞
（
並
柳
）
　
鈴
木
濟
六

（
川
内
）
　
岡
崎
（

ツ
ヨ
（
大
町

附
）
　
菊
地
（

ク
（
大
町
南
）

本
間
キ
ヨ
（
大
町
北
）
　
穗
苅
こ

と
（
本
町
）
　
五
十
嵐
リ
ヨ
（
鶉

町
）
　
阿
部
ク
ラ
ヨ
（
石
母
田
表
）

佐
藤
キ
（

（
石
母
田
表
）
　
黒
田

ツ
ヨ
｛
宮
町
南
｝
　
横
山
サ
キ

｛
小
坂
｝
　
佐
藤
（

ル
｛
小
坂
｝

佐
藤
ギ
ン
（
泉
田
上
）
　
鴨
田
セ

キ
（
内
谷
東
）
　
佐
久
間
芳
（
第

二
）
　
石
川
ヨ
ツ
（
第
四
）
　
八

卷
キ
ヨ
（
第
七
）
　
佐
野
キ
ヨ

（
第
七
）
　
佐
久
間
（

ン
｛
第
十

二
｝
　
佐
藤
ヒ
ロ
（
貝
田
）
　
八

島
ア
キ
（
高
城
）
　
佐
久
間
カ
ネ

（
川
内
）

▽
8
5繖
　
羽
根
善
助
｛
錦
町
｝
　
遊

佐
保
平
｛
錦
町
｝
　
市
山
政
市

（
大
町
南
）
　
沼
田
次
郎
（
宮
町

北
）
　
佐
久
川
岩
吉
（
宮
町
北
）

林
徳
治
（
泉
田
上
）
　

佐
藤
喜
一

（
泉
田
上
）
　
宍
戸
巳
吉
｛
石
母

田

表
）
　

佐
藤

消
重

（
第

二
）

大

波
一

郎

（
第

九
）
　

蓬

田
勝

（
第
九

）
　

高

論
徳

治
（

第
十
）

高

鴣
勇

紀

（
第

十

こ
　

阿
部
辰

三

（
大

木
戸

）
　

大
波

ス

ヘ
｛
宮

町

北
｝
　

菅

野
イ
チ

（
前

田
）

後
藤

み

の
（
前

田
）
　

畏

谷
川
さ

き
よ

（
前
田
）
　

谷
津

ト

メ
（
第

一

）
　

大

津
テ

ル
（
第

こ
　

武

田

フ
ミ

（
第
三

）
　

引

地

カ
ネ

ヨ

（

徳
江
北

）
　

佐

野
フ
ヨ

（
第

八
）

蓬

田
ゆ

り
（
第

九
）
　

吉
田
（

ル

（
貝

田

）
　

松

田
ト
ミ

ヱ
（
貝

田
）

星

野
タ

リ
イ

（
光
明
寺

）
　

佐

野

サ

タ
ヨ

（
光
明
寺

）
　

遠
藤

エ
ン

（
光
明
寺

）
　

榲

澤
（

ツ
（

高
城
）

渡

都
キ
ョ

シ

（
高
城
）
　

松

浦
カ

ツ

ヨ
（
大

木
戸

）
　

鈴

木

カ
ッ
イ

｛

川
内

｝

わ
た
じ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ

ち
ゃ
ん

藤
田
小
２
年
　
緑
上
　
幸
恵

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
昭
和
の
は
匕
め
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
お
酒
が

大
好
き
で
、
わ
が
ま
ま
で
が
ん
こ
で

す
。
で
も
、
い
っ
も
は
や
さ
し
く
て
、

と
っ
て
も
は
た
ら
き
も
の
で
す
。
毎

日
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
半
ズ
ボ
ン
で
畑

に
行
く
の
で
ま
っ
黒
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
や
さ

し
く
て
一一
コ
ニ
コ
し
て
い
ま
す
。
で

も
、
お
こ
る
と
す
ご
く
こ
わ
く
て
。

『
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
は
、
ぱ
あ



ち

ゃ
ん

が
、
池

田
先

生
な
ん

だ
ぞ
Ｊ

と

い
っ
て

し
か

り
ま
す

．
そ

れ
は
、

私

た
ち

が
よ

い
子
に

な
れ

る
よ

う

に
、

し
か

り
て
く

れ

る
の

だ
と
思

り
て

い

ま
す

．

私

は
、

三
歳

ま
で

弟
と

い

り
し

ょ

に
、

そ
だ
て

て
も

ら

い
ま
し

た
．

お

ば
あ

ち

ゃ
ん

は

、
む
か

し
話

が
と
て

も
じ

ょ
う
ず

で
す
・

じ

つ
は

、
お
ば

あ
ち

ゃ
ん
は

．
藤

田
小

学
校

の
大
せ

ん
ぱ

い
な

の
で
す

が
、

私
く

ら
い
の

と
き

に
、
遠

ぐ

の
山
の

中
の
大

き
な

お
魚

や
さ
ん

に
、

こ
も

り
に

や
ら
れ

た
そ
う

で
す

．
そ

れ
で

、
む

か
し
話

の
天
才

な
の

で
す

．
魚

り
ょ
う

り
も

匕

よ
・７
ず
で

す
．

私
の
大

好
き

な
み

そ

パ
ン
も
作

っ
て

く
れ

ま
す
．

二
人

と
も

た
い
へ

ん
苦

労
し

た
そ
う

で
す

か
、

い
つ
も

二
コ
一一
コ
で

が
ん

ば
っ

て
き

た
そ
う

で
す

．
と
き

に
は

、
私

た
ち

に

い
た
ず
ら

を
す

る
、
か

わ
い

い
お

ば
あ
ち

ゃ
ん
で

す
．

夏
休
み

の

と
き

、
み
ち

の
く
国

立

公

園

に
行

０
　
Ｐ
　
勵
ま
し

た
・

と

り
て

も

き
れ

い
な

と
こ

ろ
で
、

車

い
す

の

お
じ

い
ち

ゃ
ん
や

、
こ
し

の
す

ご
く

ま

が

’
た
お

ば
あ
ち

ゃ
ん

に
会

い
ま

し

た
．

私
も
大

き
く

な

っ
た

ら
、
や

さ
し

い
お
匕

い
ち

ゃ
ん

と
チ

ャ
ー
ミ

ン
グ
な

お

ば
あ
ち

ゃ
ん
を

つ
れ

て
、

い
ろ
ん

な
と

こ
ろ

へ
行
き

た

い
と
思

い
ま
す
．

お
じ

い
ち

ゃ
ん

、
お

ば
あ
ち

ゃ
ん
．

い
つ
ま

で
も
元

気
で

な
か
よ

く
．

か

ん
ば
・
て
く
だ
さ
い
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
ま
け
な
い
よ

う
に
、
私
た
ち
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

森
江
野
小
四
年
　
八
巻
　
洋

ぼ
く
の
う
ち
に
は
お
匕
い
ち

ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
と
っ

て
も
元
気
で
、
た
い
て
い
の
日
は
朝

の
四
時
ご
ろ
に
起
き
て
も
う
仕
事
を

し
て

い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
毎
日
は
た
け

に
出
て
家
族
の
た
め
に
。
野
さ
い
や

く
だ
も
の
を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
野
さ
い
や
く
だ
も
の
を
た

く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
の
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
鳥
を

と
る
名
人
で
す
。
鉄
ぽ
う
を
持
っ
て
、

り
よ
・
７
犬
の
メ
リ
ー
と
し
ろ
を
つ
れ

て
山
に
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
き
じ

や
山
ど
り
を
と
っ
て
帰

り
て
き
ま
す
。

き
じ
を
う
っ
と
き
は
メ
リ
ー
か
大
活

や
く
す
る
そ
う
で
す
。
ぽ
く
も

い
っ

し
ょ
に
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

の
で
す
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

「
五
年
生
に
な
っ
た
ら
。
つ
れ
て

い
っ
て
あ
げ
る
Ｊ

と

い
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

と
っ
て
き
た
鳥
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
料
理
を
し
て
み
ん
な
に
ご
ち
そ

う
し
て
く
れ
ま
す
。

お
は
あ

ち

ゃ
ん
は
外

の
仕

事
も

し

ま

す
か
、

家

の
中
で

仕
事
を

し

た
り
、

ぽ
く

た
ち

の
世

話
を

し
て
く

れ
た

り

し
ま
す

．
ひ

い
ば
あ
ち

ゃ
ん
か

い
た

時
は

い
つ
も

ひ

い
ば
あ
ち

ゃ
ん

の
そ

ぱ
に

い
て

、

ご
は
ん
を

食

べ
さ
せ

た

り

、
お

ふ
ろ

に
入
れ
て

あ
げ

た
り

し

て

い
っ
も

や
さ

し
く

お
せ
わ

を
し
て

い
ま
し

た
．

ひ

い
ば
あ

ち

ゃ
ん
は

一

月

に
九
十

一
歳

で
な
く

な

り
て
し
ま

い
ま

し

た
．

お
せ

わ
を

し
て

い
た

お

ば
あ

ち

ゃ
ん
は

と
て
も

さ
ぴ
し

そ
う

で
し

た
．
そ

れ

か
ら

お
ぱ
あ

ち

ゃ
ん

は

ぼ
く

た
ち
を

か
わ

い
が

っ
て
く

れ

ま
す

．

ぽ
く

た

ち
の

ふ
く
の
え

り

な

ど

が
へ
ん

な
ふ

う
に
な

っ
て

い
る

と
、

す
ぐ

気

が
つ

い
て

「
ほ
ら

、
洋

、
え

り
か
へ

ん
だ
よ
Ｊ

と
言

っ
て
く

れ

ま
す
．

む
か

し
話
を

し
て

く
れ

た
り

、

ぼ
く

た
ち

の
せ
わ

を
し

て
ぐ

れ
た

り
し
て

と

っ
て
も

や

さ
し

い
で
す

．

ぽ
く

た
ち
を

や
さ
し

く
ま

も
っ
て

く

れ
て

い
る
大

す
き
な

お
匕

い
ち

ゃ

ん

と
お

ば
あ
ち

ゃ
ん
、

い
つ

ま
で
も

な

か
よ
く
元

気

で

い
て

く

だ
さ

い
・

各

課

紹

介

５

農
林
課

『
豊
か
で
住
み
よ
い
．
活
力
あ
る

町
づ
く
り
』
の
目
標
の
も
と
、
農
林

課
は
農
林
振
興
係
と
農
林
土
木
係
の

二
係
十
名
で

「
豊
か
で
安
定
し
た
農

林
業
の
振
興
』
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

平
成
二
年
度
の
重
点
事
業
は
。
農

業
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
県
営
巾
山

原
樹
間
地
帯
農
道
綱
整
備
と
、
県
営

農
業
用
水
利
施
設
商
度
利
用
事
業
と

し
て
観
月
台
溜
池
の
整
備
を
図
り
、

観
し
め
る
水
辺
空
間
の
創
股
を
日
ぎ

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
基
盤

の
整
備
事
業
と
し
て
約

こ

Ｉ〇
〇
卜

の
農
遵
舗
装
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
林
業
振
興
事
業
と
し
て
市

半
田
・
赤
坂
線
の
林
道
舗
装
と
、
石

母
田
地
区
。
西
畑
線
の
林
道
開
設
を

計
両
し
、
林
道
綱
の
効
率
的
連
携
を

図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

農
業
振
興
事
業
は
、
水
田
農
業
確

立
対
策
の
早
期
定
着
を
は
じ
め
、
畜

産
振
興
の
た
め
の
飼
料
基
霞
整
備
事

業
、
農
業
振
興
各
般
に
Ｉ且
る
事
業
の

推
進
、
援
助
な
ど
の
対
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

■
係
の
主
な
分
掌
事
務

◇
農
林
振
興
係
（
五
名
）

・
農
林
業
振
興
計
画
の
樹
立
及
び
央

施
に
関
す
る
こ
と

・
主
要
農
産
物
の
需
要
調
整
に
間
す

る
こ
と

・
農
林
業
団
体
の
青
成
及
び
連
絡
跼

整
に
関
す
る
こ
と

・
病
轡
虫
防
除
及
び
家
畜
の
防
疫
に

関
す
る
こ
と

・
畜
産
及
び
養
蚕
業
の
振
興
に
関
す

る
こ
と

・
農
村
工
業
等
導
入
に
間
す
る
こ
と

・
狩
猟
及
ぴ
有
書
鳥
獣
駆
除
に
関
す

る
こ
と

・
財
産
区
に
関
す
る
こ
と

◇
農
林
土
木
係
（
四
名
）

・
農
業
基
盤
の
整
備
事
業
に
関
す
る

こ
と

・
土
地
改
良
区
に
関
す
る
こ
と

・
林
道
、
泊
山
事
業
に
闖
す
る
こ
と

・
犇
林
業
施
設
の
災
害
復
旧
に
関
す

る
こ
と

職 員 紹 介

康 林課長（魯 内 線28  )　　　 ’Iぐj

1
佐野 貞泊

農林振 興 係（ 壼内 線231 ・ 232 ・ 2 )

佐藤 政弘 ・武田友 江・ 中野 孝援

引地 由則・ 渋谷 康弘　　　　　 。

農林 土木 係（ 賈内 線235 ・2  )　11

菊地 孝吉・ 村上 健一・ 佐野 功　 。;

倹藤登 美子 。 、　　　　　 ゛



快適な生活環境を

目ざして

一 下水道事業－

３年日の公共下水道工事

平成２年度　国見町公共下水道工事箇所図

国
見
町
で
は
、
福
鳥
県
が
進
め
る

流
城
下
水
道
関
連
の
公
共
ド
水
遺
事

業
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら

工
事
に
着
手
し
、
こ
と
し
で
三
年
目

を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
県
か
受
け
持

つ
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
年
内
に

は
始
ま
ろ
う
と
し
て
お
り
、
平
成
工

年
度
末
一
部
供
用
開
始
に
向
け
、
い

よ

い
よ
本
格
的
に
下
水
道
事
業
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

快
適

な
街

づ
く
り

に
不
可

決

下
水
道
事
業
は
、
良
い
年
月
と
．

ぱ
く
大
な
事
業
費
を
も
っ
て
完
成
す

る
大
き
な
事
業
で
す
．

し
か
し
．
お
金
が
か
か
る
か
ら
と

い
・
て
下
水
道
建
投
を
恵
っ
て

い
れ

ば
、
二
十
一
世
紀
の
国
見
町
は
公
害

と
ド
ブ
川
の
町
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。私

た
ち
の
子
孫
に
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
笑
し
い
生
活
環
境
を
唆
す
た
め
、

下
水
道
の
建
設
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な

い
事
業
で
す
。

下
水
道
は
、
五
十
年
先
。
百
年
先

の
生
活
を
も
快
適
に
で
き
る
未
来
へ

の
財
産
な
の
で
す
。

町
と
み
な

さ
ん
と
で

負
担

家
庭
か
ら
の
雛
排
水
（
ト
イ
レ
。

フ
ロ
、
台
所
な
ど
の
排
水
》
を
Ｉ
ケ

所
に
集
め
る
公
共
汚
水
Ｆ
わ
の
般
置

場
所
は
、
公
共
用
地
に
接
す
る
私
有

地
側
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
該
当

す
る
ご
家
庭
に
は
’

公
共
汚
水
か
わ

設
置
破
肥
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
。
位
置
を
明
確
に
記
入
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

汚
水
本
管
か
ら
公
共
汚
水
ま
す
ま

で
は
町
が
行
い
ま
す
か
。
ト
イ
レ
、

フ
ロ
、
台
所
な
ど
か
ら
公
共
汚
水
ま

す
ま
で
、
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
か

ら
水
洗
便
所
へ
の
改
造
は
、
処
理
開

始
か
ら
三
年
以
内
に
自
費
で
や
っ
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

前
に
も
述
べ
て
き
た
と
お
り
下
水

道
は
、
膨
大
な
事
業
費
を
も
っ
て
完

成
す
る
大
き
な
事
業
で
す
。

国
か
ら
の
補
助
金
だ
け
で
は
、
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
下
水
道
を
実
施
す
る
各
市
町
村

で
は
、
地
方
債
（
町
の
借
入
金
）
や

町
費

こ

般
会
計
）
を
あ
て
て
い
ま

す
。し

か
し
、
町
費
に
も
限
度
が
あ
り

ま
す
の
で
各
市
町
村
で
は
、
受
益
者

負
担
金
と
し
て
事
業
の
一
部
を
下
水

道
を
利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
負
担

し
て

い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

こ
の
受
益
者
負
担
金
や
下
水
道
使

用
料
な
ど
は
、
今
後
条
例
な
ど
で
定

め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

快
適
な

生
活
環
境
に

国
見
町
は
、
’豊

か
で
住
み
よ
い
活

力
あ
る
町
づ
く
り
」
を
展
開
し
。
人

間
性
豊
か
な
地
城
杜
会
の
創
造
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
か
普
及
す
れ
ば
各
家
庭
か

ら
流
れ
た
汚
水
は
、
汚
水
管
に
よ
り

浄
化
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
、
き
れ

い
に
さ
れ
て
川
や
梅
に
戻
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
の
よ
う
に
台
所
。
風
呂
な

ど
の
生
活
汚
水
か
。
側
溝
や
川
に
流

れ
な
く
な
り
、
悪
臭
や
汚
い
水
た
ま

り
を
解
消
し
、
蚊
や
（

エ
の
発
生
を

防
ぎ
ま
す
。
ま
た
洗
剤
で
泡
立
っ
た

水
面
は
消
え
、
河
川
は
。
本
来
の
自

然
で
炙
し
い
姿
に
戻
り
、
街
並
み
も

美
し
く
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
郷
里
に
あ
る
河
川
を
整

仰
し
、
水
を
き
れ
い
に
し
て
、
昔
の

よ
う
に
魚
の
住
め
る
環
境
か
で
き
た

ら
、
そ
れ
が
、
町
民
全
体
の
財
産
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
街
づ
く
り
を
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

今
年
度
の
工
事

今
年
度
の
下
水
道
工
事
は
、
昨
年

度
の
続
き
の
商
店
街
を
中
心
に
、
上

の
図
の
箇
所
約
六
百
メ
ー
ト
ル
の
管

布
設
工
事
を
、
九
月
下
旬
頃
か
ら
平

成
三
年
三
月
ま
で
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
と
、

交
通
や
家
の
出
入
り
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
面
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思

い
ま
す
か
、
下
水
道
早
期
完
成
の
た

め
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
。
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
下
水
道

踝
（
壼
剪
2
1
1
1

内
線
２
６
１
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。



ふるさとの文化財
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7徳江河岸考

菊　池　利　雄

幕
憐
時
代
。
こ
の
地
域
よ
り
上
納

さ
れ
る
御
城
米
は
、
阿
武
隕
川
沿
い

に
置
か
れ
た
福
島
・
梁
川
な
ど
の
河

岸
よ
り
津
出
し
か
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
河
岸
跡
は
阿
武
隈
川
の

氾
濫
に
よ
っ
て
河
逝
が
変
わ

．
た
り
、

明
治
以
降
に
お
け
る
大
規
嘴
な
川
の

付
替
え
や
、
堤
防
の
構
築
等
に
よ
っ

て
、
往
時
の
河
岸
所
在
地
の
碗
認
を

一
困
難
に
し
て
い
る
．
徳
江
河
岸
も
そ

の
一
つ
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
現
在
の

一
万
分
の
一
地
形
図
に
、
明
治
初
め

に
作
成
さ
れ
た
旧
村
地
籍
図
の
小
字

一
分
布
を
落
と
し
た
も
の
と
、
現
地
踏

査
の
所
見
を
加
え
、
河
岸
跡
の
推
定

を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
．

村
桧
図
等
に
み
ら
れ
る
河
岸
景
観

は
、
川
に
突
き
出
た
積
荷
を
行
う
船

付
場
、
御
城
米
を
一
時
保
管
す
る
寄

倉
・
河
岸
守
宅
な
ど
か
あ
り
、
寄
倉

は
洪
水
の
危
険
を
避
け
る
た
め
船
付

場
か
ら
離
れ
た
、
高
所
に
置
か
れ
る

場
合
も
あ
っ
た
．
近
世
末
期
か
ら
明

治
初
め
に
か
け
て
の
徳
江
村
に
お
け

る
阿
武
隈
川
の
流
路
は
、
東
原
・
二

階
間
々
付
近
で
は
南
側
の
崖
下
を
、

直
接
洗
う
よ
う
に
東
流
し
、
現
在
の

上
川
原
は
大
部
分
、
阿
武
隈
川
の
流

路
で
あ
り
、
閲
場
・
雷
前
と
の
境
界

が
川
の
西
端
と
な
り
て
．
南
か
ら
東

へ
と
流
れ
の
向
き
を
大
き
く
変
え
て

ぃ

や
　－
　
く
　礙
　ご

地
元
の
伝
え
で
は
徳
江
河
岸
の
寄

倉
は
．
東
原
の
崖
地
を
降
り
た
雷
前

あ
た
り
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
河
岸

跡
は
伝
え
を
欠
き
明
ら
か
で
な
い
か
、

こ
の
村
の
関
場
に
隣
接
す
る
伊
達
畸

村
に
は
古
川
岸
な
る
地
名
か
残
さ
れ

て
い
る
．
信
達
地
方
の
河
岸
の
設
置

簡
所
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
伏
黒
・
瀬

上
・
梁
川
・
東
大
技
の
河
岸
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
村
境
に
置
か
れ
る
こ

と
か
多
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
（
作
心

翡

翳

９

徳
江
河
岸
ａ

村
の
古
川

岸
の
地
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
．

哈
江
河
岸
の
般
置
は
、
こ
の
地
城

が
冪
餉
と
な
っ
た
寛
文
四
年
（
一
六

六
四
）
以
降
、
渡
辺
友
彦
や
河
川
瑞

賢
等
に
よ
る
阿
武
隈
川
舟
運
の
開
設

糊
に
さ
か
の
ぼ
り
、
徳
江
・
森
山
・

塚
野
目
・
藤
田
村
の
御
城
米
や
、
上

郡
河
岸
の
焼
失
後
の
文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）
か
ら
は
、
屋
代
郷
高

畠

贔
蝕

Ｊ`

御
城
米
の
津
出
し
が
行

わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
延
享
二
年

（
一
七
四
五
）
の
「
信
夫
郡
庄
野
村

明
細
帳
」
に
は
『
で

往
還
助
人
馬
の

儀
、
是
（

米
沢
高
畠
御
城
米
運
送
．

桑
折
小
坂
町
迄
者
、
相
詰
御
城
米
附

送
り
申
侯
．
当
村
よ
り
小
坂
迄
道
法

六
里
相
鷂
、
伊
達
崎
川
岸
迄
道
法
弐

里
程
付
送
申
俟
」
と
あ
り
、
こ
の
伊

達
崎
河
岸
ａ

暇

の
利
用
ａ

延
享

期
に
さ
か
の
ぽ
る
と
み
ら
れ
、
小
坂

宿
よ
り
藤
田
宿
を
経
て
徳
江
河
岸
に

い
た
る
道
筋
の
、
徳
江
村
攸
野
台
に

は
小
口
留
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
．

良

罸

｀
Ｕ

』
）

こ
の
よ
う
に
徳
江
河
岸
に
つ
い
て

は
明
ら
か
で
な
い
こ
と
か
多
く
、
今

後
の
詳
し
い
検
討
を
待
た
れ
る
が
、

本
稿
で
は
問
閣
点
を
提
起
す
る
に
と

ど
め
て
み
た
．

悪天 候の中

70名が献血に協力

八
月
十
日
、
移
動
探
血
車
か
来
町

し
、
農
協
大
枝
支
所
前
、
一
心
堂
薬

局
前
、
福
梁
製
作
所
前
の
Ξ
ヶ
所
で

献
血
活
助
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
の
影
響
で
、
風
雨

か
強
く
あ

い
に
く
の
天
候
で
し
た
か
、

冨
永
町
長
は
じ
め
、
商
工
会
青
年
都

の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
協

力
い
た
だ
き
、
七
十
名
（
申
し
込
み

者
は
七
十
八
名
）
の
方
々
か
ら
献
血

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬

称
略

・
順
不

同
）

・
印
の
方
は
四
〇
〇

に
協
力
者
で
す

（
一
般
協

力
》

棍
沢
ア
サ
子

佐
蕕

洋
子

松
浦

幹
男

板
橋
セ
ツ
子

新
井
災
津
江

佐
藤
　

智

古
川

忠
一

高
橋

秋
子

高
橋

和
美

玉
手

富
子

・
玉
手

眞
司

佐
藤

清
春

佐
藤

利
郎

佐
藤

喜
次

後
藤

幸
枝

引
地
　
正
憲

高
橋
　

カ

武
田

安
孝

斎
藤

芳
弘

武
田

雅

光

・
佐
藤

敏

夫

《
襠
梁

製
作

所
）

・
山
内

克

美

高
橋
　

守

吉
田

昌

二

八
島
　

満

渡

辺
　

三

男

高
橋

慎

二

菅

野

俊
則

八
巻
　

八

郎

斎
藤

章

子

《
国
見

農
協
）

熊
坂

チ

ヱ

遠
藤

美
喜

・
高
橋
　
正
志

・
斎
藤

光
幸

引
地
　
正
仁

片
平

忠
夫

大
橋

順
一

我
妻
　
三
男

丸
山

新
吉

佐
藤

勝
雄

矢
目
富
士
子

吉
田

昭
一

（
国
見

タ
イ

ツ
》

大
内
　

幸

子

《
国
見

ガ
ス

住
宅

般
備
》

高
檎

貴
夫

高
橋

修
一

鈴
木

廣
茂

《
国

見
町
商

工
会
》

大
森
忠
泊
郎

岡
崎

長
市

高
野

忠
重

吉
田

誠
司

佐
藤

幸
輔

（
役
場
〉

冨
永

武
夫

吉
田

貞
男

八
巻

忠
義

菅
原

文
子

蓬
田

恭
子

吉
田

義
勝

宍
戸

浩
寿

鈴
木

俊
博

紺
野
　

徹

斎
藤

政
利

古
川

栄
一

斎
藤

俊
夫

松
浦

幸
雄

後
藤
登
爽
子

武
田

幹
夫

佐
藤
　

孝

菊
地

弘
美

阿
部

正
一

鈴
木

哲
也



国保

国

民
健
康
保
険

被
保

険
者

証
の

更

新

現
在
皆
さ
ん
に
交
付
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
征
（
保
険
証
）

は
．
今
年
九
月
三
十
日
で
有
効
期
間

が
切
れ
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
．

更
新
の
方
法
は
、
各
地
区
担
当
の

国
保
協
力
員
（
母
子
保
健
推
進
員
）

に
提
出
し
．
更
新
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
次
の
日
程
ま
で
国

保
被
保
険
者
証
を
、
協
力
貴
宅
に
届

け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
．

な
お
、
＠

保
険
証
、
僮
保
険
証
の

交
付
を
受
け
て

い
る
方
も
、
有
効
期

間
か
切
れ
ま
す
の
で
、
い
っ
し
ょ
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

ま
た
．
保
険
証
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
役
場
保

健
課
で
直
接
更
新
と
な
り
ま
す
．

小
坂
・
大
木
戸
・
石
母
田

� 藤
田
・
山
崎

� 森
江
野
・
大
枝

�

地
　
　

区

９

月

一`
日

�９
月
2
4日

� ９
月
2
3日

�
提
出
期
限

■
間
い
合
わ
せ

役
場
保
健
踝
国
保
係

霖
衂
2
1
1
1内
線
１
４
３

国

民
年

金

制

度

改

正

に

よ

り

!
!
学
生
も
加
人
!
!

学
生
の
皆
さ
ん
の
国
民
年
金
の
加

入
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
で
は
適
用

対
象
か
ら
除
か
れ
、
任
意
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
．
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

二
十
歳
に
達
し
た
学
生
は
．
平
成
三

年
四
月
一
日
か
ら
国
民
年
金
被
保
険

者
と
し
て
加
入
適
用
を
受
け
る
こ
と

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
．

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
限

り
、
将
来
年
金
を
受
給
す
る
と
き
．

「
基
礎
年
金
制
度
か
原
則
と
し
て
二

十
歳
に
な

り
た
月
か
ら
六
十
歳
の
前

月
ま
で
の
四
十
年
間
の
加
入
を
前
提

と
し
て
計
算
支
給
さ
れ
ま
す
」
の
で
、

学
生
期
間
か
宋
加
入
の
方
は
、
満
額

の
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、

ま
た
、
万
が
一
障
害
者
に
な
っ
て
も

障
害
年
金
の
支
給
が
制
限
さ
れ
る
な

ど
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

な
い
で
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
．

国

民
年

金
の
届
出
は

正
し

く
行
い
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
届
出
は
、
插
々
あ
り

ま
す
か
、
原
則
と
し
て
本
人
の
届
出

に
よ
り
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
．
し
か
し
、
届
出
が
遅
ぐ

な
っ
た
り
、
間
違
い
か
あ
り
ま
す
と
、

年
金
の
記
録
に
不
備
が
生
じ
、
年
金

の
支
払

い
が
遅
れ
た
り
、
年
金
か
受

け
ら
れ
な
く
な

り
た
り
し
ま
す
．
届

出
は
、
正
確
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
か
大
切
で
す
．

－

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
年
金
孫

一
6
2
1
1
1

内
線
１
３
５

NTT

一
〇
四
冊
（
番
号
案
内
）
　

無
料
措
置
申
し
込
み

一
〇
四
番
へ
の
電
話
番
号
問
い
合

わ
せ
は
、
平
成
二
年
十
二
月
一
日
か

ら
有
料
（
一
番
号
案
内
に
つ
き
3
0円
）

に
な
る
予
定
で
す
か
、
次
に
該
当
す

る
方
は
、
事
前
の
申
し
込
み
に
よ
り
、

今
ま
で
ど
お
り
無
料
で
番
号
案
内
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

▼
対
象
書

・
身
体
障
害
者

視
覚
障
害

二

～
六
級
）、
上
肢
・

体
幹
・
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行

性
脳
病
変
に
よ
る
運
助
機
能
障
害

（
一
～
二
級
）

●
職
傷
病
者

視
力
陣
害
（
符
別
項
症
～
六
項
症
）

上
肢
障
害
（
特
別
項
症
～
二
項
症
）

■
問
い
合
わ
せ

福
畠
市
大
町
９
の
２０

Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
島
支
店
（
Ｓ
１
１
６
）
　

｛
手
続
き
に
は
．
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
か
必
要
で
す
｝

少
年
非
行
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
／

例
年
、
夏
休
み
か
終
わ
っ
た
九
月

は
、
一
年
を
通
じ
て
少
年
の
家
出
か

最
も
多
い
時
期
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
夏
休
み
中
の
不
規
則
な
生
活
や

気
の
ゆ
る
み
な
ど
か
ら
、

『
遊
ぴ
ぐ

せ
』
が
つ
い
た
り
、
『
学
校
ぎ
ら
い
』

と
な
る
こ
と
か
多
く
な
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
案
出
を
し
た
結
果
、
非
行

に
走
っ
た
り
、
暴
力
団
の
毒
牙
に
か

か
る
な
ど
、
福
祉
犯
の
被
害
に
羣
フ

ケ
ー
ス
も
多
く
な
り
ま
す
．

《
非
行
の
前
兆
を
チ
ェ
ッ
ク
）

少
年
か
家
出
や
非
行
に
走
る
に
は
、

事
前
に
必
ず
そ
の
前
兆
か
現
わ
れ
ま

す
．○

行
先
を
告
げ
ず
に
外
出
し
た
り
、

夜
遊
び
を
す
る

○
金
使
い
が
荒
く
な
る

（
）
服
装
か
派
手
に
な
る

な
ど
か
前
兆
の
初
歩
的
な
も
の
と

言
え
ま
す
か
ら
、
そ
の
原
因
に
つ
い

て
の
究
明
と
排
除
に
心
が
け
ま
し
よ

今
月
の

納
税

九
月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
三
期
）

の
納
脱
の
月
で
す
・

お
忘
れ
な
く
、
納
期
限
（
十
月
一

日
）
ま
で
に
納
入
し
ま
し
ょ
う
。

〈10月１日は国勢 鯛査〉

】01』】ll、 全倒･哨{ 二国勢凋査

が行われます。

|り勢調査の結果は、隔祉･雇川･11E

宅対策など、国や都道府県・､1114

町村の行政l二利川されます。

調査の対象は、赤ちゃんからお

年寄りまで11本にtl五んでいるすべ

ての方です。

９月2311から3011までの間に。

調査員が齔帯こ'い 二調竃票を配布

廴ます。j鞴れなく、dﾐ暸にご記人

ください。

ご記入いただいた調査票は10月1

11から7 11 までの間に。釧杳ｎ

が集めに伺います。

皆様のご協力をお願いいたしま

す。

国勢調査
平 成 ２年10 月１日i月`

総務斤娩計局 国 見冒1

数字から　描く||本の ゆめ・みらい



犯
人
さ
が
し
に
　

ご
協
力
を
／

皆
さ
ん
の
平
隠
な
生
活
は
、
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
が
あ

り
て
こ
そ
守

ら
れ
る
も
の
で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な

情
報
で
も
、
犯
罪
に
関
し
て
見
た
り

聞
い
た
り
し
て
知

り
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
被
害
に
あ
っ
た
ら
必
ず
届
出
を

○
事
件
が
あ

り
た
ら
一
一
〇
番

○
積
極
的
な
通
報
を

○
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

桑
折
警
察
署
　
萱
聆
1
1
5
1

蒔
田
駐
在
所
　
霖
鴎
2
0
5
9

学
生

募
集

福
島
県
建
設
技
術
学
院

福
鳥
県
建
設
技
術
学
院
で
は
．
中

堅
建
設
技
術
者
の
養
成
を
め
ぎ
し
．

次
の
要
領
で
平
成
三
年
度
（
第
1
2期

生
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

φ
募
集
期
間

平
成
２
年
５
月

―
日
～
平
成
３
年

３
月
3
1日

大
‥
’

応

募

賢

格

田
堺
則
と
し
て
1
8歳
以
上
2
5歳
ま

で
の
男
子

叨
咼
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
（
平
成
２
年
度
卒
業

見
込
み
の
考
を
含
む
）

○
試

験

入
学
試
験
は
、
指
定
の
β
に
当
学

院
で
行
い
ま
す

‘‥’
経

費

小
人
学
金
　
７
万
円

叨
牧
育
費
　
2
0万
円

（
制

服
、
教

材
、

諸
経

費
）

※
授
業
料
は
、
鯏
福
鳥
県
建
般
産
業

振
興
事
業
団
が
負
担
し
ま
す

○
教
育
期
間

１
年
間
（
平
成
３
年
４
月
～
平
成

４
年
３
月
）

○
教
育
科
目

○
測
量
工
学
　
○
コ
ン
ビ
｀
‐

夕

Ｉ
エ
学
　
○
土
質
工
学

○
工
事

管
理

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
島
県
姓
設
技
術
学
院

二
本
松
市
安
迪
ヶ
原
１
の
5
5の
１

霏
0
2
4
3

ａ
0
5
3
0

秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

９

月
2
1
日
～
3
0
日

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
再
点
検

交
通
事
故
に
よ
っ
て
亡
く
な
り
た

人
は
、
昨
年
一
年
間
で
一
万
一
千
人

を
超
え
．
過
去
十
五
年
間
で
最
悪
と

な
り
ま
し
た
．
今
年
に
入
っ
て
も
依

然
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
．

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
に
よ

る
若
者
の
事
故
、
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
高
齢
者
の
事
故
や
．
致
死

率
が
昼
間
の
三
倍
で
あ
る
夜
間
の
事

故
か
多
発
し
て
い
ま
す
．

重
点
目
標
は
三
点

①
無
謀
運
転
は
命
と
り

運
転
は
、
車
線
を
守
り
、
車
間
距

離
を
十
分
と
っ
て
、
交
差
点
な
ど
で

は
安
全
確
認
を
き
ち
ん
と
行
い
、
危

険
な
運
転
、
迷
感
な
連
転
は
し
な
い

こ
と
で
す
．

若
者
に
目
立
ち
ま
す
．
ス
ピ
ー
ド

に
お
ぽ
れ
て
の
無
謀
運
転
．

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

安
全
へ
の
命
綱

自
動
車
事
故
で
亡
く
な

り
た
人
の

七
割
以
上
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て

い
な
か
っ
た
人
で
す
。

〃
束
に
乗

り

た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
”
を
習
慣
付
け

た
い
も
の
で
す
。

③
違
法
駐
車
を
締
め
出
そ
う
／

路
上
駐
車
か
円
滑
な
交
通
を
阻
害

し
て
い
ま
す
。
車
を
も
つ
な
ら
継
続

し
て
保
瞥
場
所
は
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口
(８月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保護者　　町内会

秀 柵(ひ で き)鑓水 高志 山崎小舘

一 貪(かずたか)澁谷 將信 本　 町

千 尋(ち ひ ろ)佐藤 栄一 山崎小舘

祐 樹(ゆ う き〉本間 次夫 大 町 甫

大 介(だいすけ)斎藤 漬敏 徳 江 北

智 帆(ち　 ほ)横山　 仁 小　 坂

爽 智(み さ と)武田 靖弘 第　 Ξ

美 佳(み　 か)赤坂　 昇 内 谷 酉

澪( み　 お)阿郎 里久 貝　 田

優 花(ゆ　 か)宗川 博明 富　 舘

明 奈(あ き な)澤口　正侶 上　 野

結婚おめでとうございます

氏　　 名

宍 戸 孝 三
中 碪 好 羮

齋 蘿 幸 雄
菅 野 順 子

町内会

石母田北

北 海 道

第　 三

梁 川 町

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

菊 地 辨 治　　87　　 並　 柳

齋 藤 貞　子　　63　　 源宗山東

安 積　ト　シ　　 フS　　 富 町 北

高 機 セ　ン　　84　　 小　 坂

阿 衂 皿 雄　　81　　 官 町 南

松 田 久之蔦　　86　　 貝　 田

榊　　　　 茂　　65　　 宮　 舘

菊 地 セ　ツ　　65　　 石毋田原

人 口 と 世 帯

９月１日現在(前月比)８月中のうごき

人
　
　

口

･男5  ,  一 人 (  十 1  の

･女6  靆 人 （ － ９）

佃,886 人(  十 8  )

世帯数2  , 9 戸(  十 3 )

転 入33 人

転 出28 人

出　生　11人

死　亡　８人

９月　 長月（ながつき）

O日困動物愛護週間

１日窗 秋の全国交通安全運動

E

日圜 秋分の日

日㈲環境衛生週 間　 －

10月　神無月（かんなづき|

１日ぴ1}共同募 金運 動

３日伽 十五夜

６日出 国・ 協力の 日　1

10 日困 体膏の 日

11
日附 違反 建 築防 止週間

一一- 一一 一一一一一一 一----

心配ごと相談日
場 所 ： 役刈 二 階 相 談塞 （東舞人口から＆人り下･ い）

時 間 ： ９畔 ～12 時

こまったことや、相該ごと がありましたら、

お気僅にご相談下さい。 秘密は絶対に守ります。

( 相談員)

９月25口（火）斎藤 光夫・佐藤　節子

10月５日（金）菅野 贅郎・斎藤　洋子

10月15 日 (月〉樋口　清三・佐久間モト



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館
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国
見
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
優
勝

県
新
記
録
達
成
か
!
!

八
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
両

日
に
わ
た
り
飯
坂
球
場
に
て
、
第
七

回
飯
板
温
泉
杯
観
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
九
十
六

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
十
六
面
の
コ
ー

ト
で
、
炎
天
下
の
も
と
熱
戦
が
繰
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

我
が
国
見
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好

会
は
、
次
々
と
強
豪
を
倒
し
優
勝
の

栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

そ
の
成
績
も
ま
た
す
ば
ら
し
く
、

パ
ー
フ

ェ
ク
ト

ゲ

ー
ム
（
完

全
試
合

。

二

十
五

点
）
二

試
合
を

含

め
七
試
合

中

四
試
合

を
二

十
三
点

と

い
う

高
得

点
で

し

た
。

こ
の
好

成
績

は
奇
跡

と
も

い
う

べ

き
も

の
で

、

七
試
合
中

六
試
合

か
亦

（
先

攻
権

）
を

得
た

こ
と

が
こ
の
好

運
を

生
ん

だ
要

因
の

ひ
と
っ

で
す

。

ま

た

。
こ
の

成
績

は
県

ゲ
ー
ト

ボ

ー
ル
協
会

の
新

記
録
で

は
な

い
か

と

県
本

部

に
問

い
合

わ
せ
中
で

、
結
果

に
よ

っ
て

は
日
本

ゲ

ー
ト

ボ
ー
ル
連

合
会

に
も
日

本
で

何
番
目
‥
の
紀

録

か
、

問

い
合

わ

せ
る
そ

う
で

す
。

こ

れ
か

ら
も
練

習
を

禎
み
重

ね
て

、

こ
の
栄

誉
を

守
り

続
け

て
欲
し

い
も

の

で
す

。

Ａ見事優勝一国見ゲートボール愛好会

が
ん
ば
っ
た
　

国
見
代
表

第
九
回
伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
大
会

か
、
九
月
二
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
代
表
は
、
硬
式
テ
ニ
ス
（
団

体
）
で
四
連
勝
す
る
な
ど
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

◇
硬
式
テ
ニ
ス

団
体
戦

優
勝

倒
見
Ａ（
円
連
勝
）

個
人
戦
　
｛

ダ
ブ
ル
ス
｝

男
子

優
勝

高
鶴
光
雄
、
高
礦
　
孝

女
子

優
勝

古
田
ま
き
子
、
野
中
ゆ
み

◇
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

団
休
戦
　
優
勝

国
見
バ
レ
ー
ク

ラ
プ

◇
剣
道

団
体
戦

優
勝
｛
国
見
剣
友
会
｝

二
連
勝
（
六
回
優
勝
）

個
人
戦

準
優
勝

菅
井
和
宏

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

六
人
制
団
体

優
勝

桧
夢

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

団
体
戦

準
優
勝
　
岡
見
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

個
人
戦

男
子

凖
優
勝

松
浦
　
勇

◇
軟
式
野
球

団
体
戦

準
優
勝
　
国
見
町
役
場

藤
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝

～
第
七
回
ス
ボ
少

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会
～

朔
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
た
八
月
十

二
日
。
第
七
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
町
民
運
動
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
各
小
学
校
か
ら
五
チ

ー
ム
か
参
加
、

】
点
を
争
う
好
試
合

が
展
開
さ
れ
、
藤
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
か
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
藤

田
小
チ
ー
ム
は
、
九
月
二
日
に
行
わ

れ
ま
す
第
九
回
伊
達
地
方
少
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

な
お
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝
　

藤
田

凖
優
勝
　

大
木
戸

に
ぎ
わ
っ
た

町
民
プ
ー
ル

町
民
。
森
江
野
町
民
プ
ー
ル
は
八

月
三
十
一
日
で
柊
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
一
四
、
四

〇
六
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
利
用
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
、
忘

れ
物
に
お
心
当
り
の
方
は
公
民
館
で

保
管
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

お
い
で
下
さ
い
。

○
水
泳
メ
ガ
ネ
　
○
ポ
ウ
シ

○
タ
オ
ル
　
　

○
そ
の
他

● 侵●･,･･国見 バレ ークラブ

▲各賦合とも熱戦を展開

▲優爵 一･‥●田 スポ ーツ少年団



”
水
と
楽
し
む

水
中
遊
び
”

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
で
は
、
夏

休
み
の
ま
っ
た
だ
な
か
の
輿
夏
口
の

八
月
六
日
、
町
民
プ
ー
ル
で
水
中
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
日
差
し
の
強
い

卩
で
、
絶
好
の
プ
ー
ル
日
で
す
。

子
供
達
は
早
く
か
ら
プ
ー
ル
に
集

ま
り
、
ど
の
顏
も
う
れ
し
さ
一
杯
で

笑
顔
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。

水
中
の
玉
入
れ
競
争
よ
ろ
し
く
、

ナ
ベ
を
か
ご
に
見
た
て
て
水
入
れ
競

争
、
嵬
が
上
手
に
泳
げ
な
く
て
な
か

な
か
捕
ま
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
手
っ

な
ぎ
鬼
、
そ
し
て
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
の
水
泳
な
ど
を
し
て
水
に
親

し
み
ま
し
た
。

水
に
つ
か

ご
ヽ
い
る
だ
け
で
’ｒ

供

達
は
、
楽
し
く
一つ
て
人
は
し
ゃ
ぎ
で

し
た
。

夏
休
み
の
い
い
思
い
出
と
な

ご

こ
と
で
し
ょ
う
。

「
語
り
つ
ご
う
民
話
」

を
学
ぶ

合
同
学
習
会

八
月
二
十
九
日
團
、
中
火
婦
人
学

級
、
成
人
学
級
合
同
に
よ
る
学
習
会

か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
ふ
る
さ
と
の
民
話
と
心
”
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
講
師
の
梁
川
町
の
横

山
幸
子
先
生
は
民
話
の
研
究
を
な
さ

れ
又
、
県
内

各
地
で
講
演
を
行

っ

て
い
ま
す
が
、
カ
ス
り
の
衣
裳
に
ワ

ラ
草
履
と
い
う
イ
デ
な
姿
、
そ
し
て

民
話
に
な
り
き

い
た
話
し
方
に
は
。

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
民
話

か
心
の
底
ま
で
伝
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

参
加
さ
れ
た
七
十
名
の
学
級
生
も

民
話
を
日
に
浮
べ
な
が
ら
、
感
激
し

て
、
じ
っ
と
聞
き
入
り
、
有
意
義
な

学
習
会
に
満
足
げ
で
し
た
。・

第

九

川

町

長

杯

争

審

ナ

イ

タ

ー

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

人

会

始

ま

る

今
大
会
に
は
二
十
ニ
チ

ー
ム
が
参

加
し
九
月
三
日
、
県
北
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
会
式
か
行
わ
れ
、
冨
永
武
夫

町
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
蓬
田
英

ｔ（
教
育
長
の
始
球
式
で
試
合
か
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
好
犬
に
恵
ま
れ
、
順
調
に

試
今
か
進
ん
で
い
ま
す
。

▲水中水入れ競争

▲熱心に耳を傾けて

Ａ概９回町長杯争奪ナイターソフトボール大会開会式

ス ポ ー ツ だ よ り

◇平成２年度職場対抗ソフトポール大会

と　き：9  月 日 (  日

ところ：町民運動場

◇第８回町長杯争奪ゲートボール大会

と　き:10 月４口（木）・５日（金）

ところ：町民福祉センター前広場

◇高齢者婦人運動会

と　き:10 月 日 ( 日 ) 午前８時30分

ところ：町民福祉センター前広場

番加者:60 歳以上の方及び婦人の方、お気軽に参

加してください．

豪しい種目を準伽しております.

※雨天の場合は．町民体育館で行います．

新米・青二才

「
新
米
の
く
せ
に
生
意
気

な
…
…
」
な
ど
と
い
う
と
き

の
「
新
米
」
は
、
新
し
く
仲

間
入
り
し
た
ば
か
り
で
、
ま

だ
仕
事
に
慣
れ
て
い
な
い
者

の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
入
り
の
未
熟

肴
を
意
味
す
る
「
新
前
」
と

発

音

が

近

い

と

こ

ろ

か

ら

、

転

じ

て

「

新

米

」

と

番

か

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

も

の

。

本

来

の

新

米

と

い

え

ば

。

ｒ
Ｉ
Ｉ

－`

毎

年

十

月

ご

ろ

に

出

回

る
「

今

年

米

」

の

こ

と

で

す

。

新

米
が

出
回

れ
ば
、
前

年

度
の

米
は

『
古
米

』
、

二
年

一一
ふ４
い
Ｉ

前
の

米
は
「

古

古
米
」

と
呼

ば

れ
る
よ

う
に

な
り
ま

す

。

新

米
の

収
穫

を
祝
う

の
が

秋
祭
　

十
一
月

二

十
三
日

は
、
国
民

の

祝
日

『
動
労

感
謝

の
日

』
と
な

る

前

は
、
天

良

が
初
穂

を

神
に
捧
げ

、

糢

し
く

新
米

を
食

さ
れ

る「

新
盲
聚

し

て

し
た
　

「

大
嘗
″
ご

は

、
天
良
即

位

後
、

最

初
に
行

わ
れ

る
新
嘗
祭

で

す
。「

新

米
」

に
似

た
表
現

に
、『

青
二

才
』

が
あ
り

ま
す

。
「

青
」
は
若

く

て

未
黙

の
意

。
「

二
才
」

は
、
若

者

を
意
味

す

る
『
新
背

』

が
変
化
し

た

と
い

う
観
、

ボ
ラ

な
ど
の

幼
魚

を
二

サ
イ

と
呼

ぶ
の
に

た
と
え

た
と

す
る

脱
な

。と
か
あ

り
ま

す
が
、
語

源
は
『
新

米
』
ほ

ど
定

か
で

は
あ
り

ま
せ
ん

。



「
モ

ー
ニ

ン
グ

・
ワ

イ
ド
福

島

」

冨
永
町
長
が
町
を
紹
介

去
る
八
月
三
十
一
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
の
「
モ

ー
ニ
ン
グ
・
ワ
イ
ド
福
島
」

の
『
町
長
さ
ん
登
場
』
コ

ー
ナ
ー
に
、

冨
永
町
長
が
出
演
し
て
、
国
見
町
を

紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
コ

ー
ナ
ー
は
、
同
番
組
の
毎

週
金
曜
日
に
放
送
さ
れ
て

い
る
も
の

で
。
県
内
各
町
村
長
さ
ん
か
出
演
し

て
、
町
村
の
概
要
を
紹
介
す
る
も
の

で
す
。

岡
見
町
で
は
、
八
月
ニ
ト
ペ
ロ
に

収
録
か
行
わ
れ
ま
し
た
。
収
録
場
所

は
観
月
台
公
園
と
あ
っ
か
し
山
展
？

台
。
町
の
概
要
や
特
産
品
、
将
来
の

町
づ
く
り
方
針
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア

ー
と
し
て
、
国
見

電
子
株
式
会
社
の
八
島
加
奈
美
さ
ん

か
出
演
、
花
を
添
え
ま
し
た
‘

Ａ町の概要を説明する冨永町長（観月台公園で）

●花を潘えた八鳥さん（厚樫山展望台で）

英
語
指
導

頼
み
ま
す

県北中
外
国
青
年
英
語
指
導
助
手
と
し
て

国
見
。
保
原
両
町
の
中
半
校
で
英
語

指
導
に
あ
た
る
キ
ャ
ラ
ム

ー
ナ
イ
ト

ウ
イ
リ
ア
ム

ー
ワ
ト
ソ
ン
さ
ん
か
八

月
八
日
、
役
場
を
訪
れ
、
冨
永
武
夫

町
長
、
蓬
田
英
夫
教
育
長
に
着
任
の

あ
い
さ
っ
を
し
ま
し
た
。

ワ
ト
ソ
ン
さ
ん
は
イ
ギ
リ
ス
の
エ

ジ
ン
バ
ラ
出
身
で
、
セ
ン
ト
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
ス
大
学
卒
業
。
二
十
三
歳
。

二
学
期
か
ら
来
年
七
月
末
ま
で
の
一

年
間
、
英
語
や
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
に

つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

▲冨永町長と固い姐手

国
見
町
に
感
謝
状

国
見
町
は
、
平
成
元
年
度
の
個
人

県
民
税
収
納
成
績
優
良
市
町
村
に
選

ば
れ
、
福
鳥
県
知
事
か
ら
感
謝
状
か

噌
ら
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
は
去
る
八
月
二
十
一
日
役

場
町
長
室
で
行
わ
れ
、
佐
藤
宗
市
福

島
県
税
事
務
所
長
か
ら
冨
永
町
長
に

感
謝
状
、
小
林
光
雄
町
納
税
組
合
連

合
会
長
に
記
念
の
盾
が
そ
れ
ぞ
れ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

国
見
町
が
優
良
市
町
村
に
選
ば
れ

た
の
は
今
年
で
五
年
連
続
。
今
回
表

彰
を
受
け
た
こ
と
は
、
町
民
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
さ
ん

の
税
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
。
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ感謝状を受ける冨永町長

上
位
人
賞
め
ざ
し

練
習
に
汗
流
す

六
月
に
般
立
さ
れ
た
国
見
町
駅
伝

競
走
部
（
神
津
武
志
部
長
・
部
員
3
5

名
）
の
部
員
の
皆
さ
ん
は
、
暑
い
日

差
し
の
中
．
十
一
月
二
十
五
日
に
行

わ
れ
る
第
二
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会
（
略
称
・
ふ
く
し
ま

駅
伝
）
に
向
け
て
、
練
習
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。

ふ
く
し
ま
駅
伝
は
、
県
民
の
体
力

向
上
と
平
成
七
年
に
本
県
で
開
催
さ

れ
る
ふ
く
し
ま
国
体
で
の
中
・
長
距

離
選
手
の
育
成
を
目
指
し
。
白
河
市

の
白
河
総
合
運
助
公
園
を
ス
タ
ー
ト
、

県
庁
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
全
長
１
０

－

㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ

と
し
は
昨
年
の
第
一
回
を
三
十
三
市

町
村
上
回
る
七
十
七
市
町
村
が
出
場
。

女
性
ラ
ン
ナ
ー
一
こ
人
を
含
む
十
四
人

の
郷
土
の
代
表
ラ
ン
ナ
ー
か
タ
ス
キ

を
つ
な
い
で
福
鳥
県
を
縦
断
し
ま
す
。

今
後
、
部
員
の
皆
さ
ん
は
福
鳥
市

商
湯
で
行
う
合
宿
を
は
じ
め
、
十
二

回
の
合
同
練
習
を
重
ね
、
走
力
の
向

上
と
チ
ー
ム
の
輪
を
深
め
な
が
ら
、

本
番
で
の
上
位
入
賞
を
め
ぎ
し
、
練

習
に
励
み
ま
す
。

▲練習に励む部員の瞥さん

編
集
日
記

Ｏ
今
年
の
夏
は
、
残
暑
か
本
当
に
厳

し
い
・

こ
の
暑
さ
に
機
械
も
参
っ
た

の
か
、
企
画
商
工
課
の
ク
ー
ラ
ー
か

故
障
。
流
れ
る
汗
を
ふ
き
な
が
ら
、

こ
の
幅
集
日
記
を
書
い
て
い
ま
す
。

○
年
に
一
度
の
家
庭
サ
ー
ビ
ス
に
と

思
い
三
泊
四
日
の
親
子
旅
行
。
久
し

ぶ
り
に
童
心
に
か
え
り
、
水
族
館
の

イ
ル
カ
シ
ー
１
に
、
遊
園
地
の
ジ
ェ

ッ
ト
コ

ー
ス
タ
ー
に
と
、
楽
し
ん
で

き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

発
行

’
Ｉ
Ｉ

国
見
町
企
画
庵
工
課

福
島
県
伊
達
郎
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

・

九
六
九
一
一
七
　

Ｓ

ｆ
Ｏ
一
一
四
五
’

八
五
－

．
二

一
一
（
代
表
）


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12

